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研究成果の概要（和文）： 

 これまでキャクストン版『イングランド年代記』に書誌学上もっとも近い写本とされてきた、

大英図書館所蔵の BL Additional 10099 写本の大部分が、実際には印刷本からコピーされた写

本と見られる有力な証左を得た。この研究は、カリフォルニア州サンマリノのハンティントン

図書館所蔵の HM136 写本が、キャクストン版の印刷用原稿である可能性を濃厚に示す証拠を写

本上に示した Daniel Wakelin の発見に有力な理論的根拠を与えることになった。結論として

Prose Brut研究において 100 年定説になっていた BL Additional 10099写本の重要性は根底か

ら覆り、HM136の重要性に新しいスポットが当たるようになった。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 In this study, I have managed to show amply that the manuscript BL Additional 10099, 
previously claimed to be the closest to the copy-text for William Caxton’s Chronicles 
of England, is in fact simply a manuscript from the printed edition at large. Most of 
the research was done by extracting copy-fitting techniques at Caxton’s print shop. The 
same research result has given a theoretical background for Daniel Wakelin’s discovery 
of casting-off marks on the manuscript HM 136 at Huntington Library, San Marino, 
California. After comparing the archetype, HM136, Add 10099 and Caxton’s edition, both 
Wakelin and I support the hypothesis that HM136 must be the very copy-text used at 
Caxton’s print shop. As a result, the old hypothesis held for a hundred years that BL 
Additional 10099 was the closest to Caxton’s copy-text has been overturned.  
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１．研究開始当初の背景 
(1) 申請段階においては BL Additional 
10099 がキャクストン版の印刷用原稿にもっ

とも近いという説はほぼ定説として受け入
れられており、研究者のこれまでの研究生活
において行ってきた部分的な反論は、一般的
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なものとして受け入れられていなかった。そ
のため、印刷用原稿に近いと思われる関連写
本 190 のうちの 5 以上 32 程度に当たりそれ
ら の 違 い を 記 述 す る こ と に よ り 、 BL 
Additional 10099がキャクストン版の印刷原
稿である可能性が低いことを段階的に立証
していく予定を立て、それを 4カ年計画とし
て申請した。 
(2) 2009 年 4 月 Daniel Wakelin（前ケンブ
リッジ大学、現オックスフォード大学）が研
究者を東京に訪問し、ハンティントン図書館
蔵の HM 136 写本に casting-off mark（原稿
の印刷時にページ割付を示すために付ける
書き込み）らしきものを見つけた件について
直接相談をしてきた。研究者はこれまで BL 
Additional 10099写本に根本的な疑いを抱い
ていたが、Wakelin が提示したものはその疑
いをもう一方の極から裏付ける重要な証拠
ではないかと思われた。そのため、(1)で想
定していたような壮大な計画は変更し、HM 
136 写本の校訂に多くの時間を割かざるをえ
なくなった。 
 
２．研究の目的 
(1) 申請時の研究の目的は、数多くある
Prose Brut写本の中でキャクストン版の印刷
用原稿が完成までにどのような系譜をたど
ったのかをできるだけ細かく特定すること
であった。 
(2) しかし上述のように Wakelinによって HM 
136 がキャクストン版印刷用原稿であるとい
う可能性が大きく高まったため、その目的は
変更され、これまでの定説であった BL Add 
10099 写本の本当の位置づけと、HM 136写本
が casting-off mark 以外の観点からもキャ
クストン版印刷用原稿だという証拠が見出
せるかどうかに目的は絞り込まれた。 
 
３．研究の方法 
書誌学の伝統的な方法に基づいて行った。

まず直接写本を目にしてそこから物質的証
拠を得た。次に本文校訂をできるだけ正確に
行って、細かい文言の違い（異同）が書写の
過程で発生したのか、あるいは印刷工程で発
生したのか、可能性を吟味しテクストの派生
に関する仮説を立てて言った。 
 

(1) HM 136写本の検証 
研究者は Wakelinからの指摘を受けて 2009

年夏に初めて写本を目にした。不正確な Add 
10099 写本に比べると、質の高い優れた写本
であることは一目瞭然であったが、キャクス
トン版との異同は少なく、印刷用原稿だとい
う結論は必ずしもすぐ得られなかった。決め
手となったのは、HM 136写本において元々間
違いがある部分がキャクストン版にそのま
ま反映されていたこと、そして印刷工房で植

字工が犯したアイ・スキップ等の間違いが、
HM 136写本を使うとうまく説明ができたこと
の 2点による。 
さらに、HM136 写本の来歴を知ることも重

要であった。数々の書き込みからチェシャ地
方の名士に所有されてきたとみられる HM 136
写本の最古の所有者は、John Leche という人
物である。この名の人物は複数名知られてい
ることから特定には至らなかったが、キャク
ストンと間接的に関係がある人物が所有し
ていた可能性もある。 
Wakelinによる HM 136 写本の casting-off 

markに関する論文は、Journal of Early Book 
Society 第 14 号 (2011) に  “Caxton’s 
Exemplar for the Chronicles of England?” 
(pp. 75-114)として掲載された。研究者は、
この研究全般にかかる情報提供に対する謝
辞もいただいている。このように HM 136 写
本の検証は、Wakelin と協力し合う関係の中
で実現した。 
 

(2) Brie 版の検証 
 Brie 版とは 1906 年と 08 年に Friedrich 
Bridが出版した Prose Brut写本の校訂版で、
今日に至るまでもっとも権威があるとされ
ている。しかし Brieが Add 10099写本を Prose 
Brut 写本の印刷前の伝統の中で一番最後の
写本だと考え、自分の校訂版にこれを組み込
んだことにより今日に至るまで混乱が生じ
ている。 
 そのような観点から検証したところ、出版
当初から Brie の説には異論があったことが
分かった。また、Brieの説を継承した Lister 
Matheson も Brie を継承してテクスト校訂を
行っていたが、Brie が取り上げた続編部分の
みを問題にし、Add 10099 写本の基本的なテ
クスト部分での本文校訂はなおざりになっ
ていることが分かった。Matheson は 2012 年
1 月 19日に急逝したため、直接この問題点を
確認する機会が持てなかったことは非常に
残念である。 
 結論からいえば Brie 版には前半部の信頼
できる校訂部分と、Add 10099 写本を含む信
頼できない校訂部分とに分けられる。100 年
以上前の校訂版に欠点がない方が不思議で
あるが、写本から印刷本への移行期を如実に
示すテキストが豊富にあるという観点から
は、Brieの説はもっと早い時期から疑問を持
たれてしかるべきであったし、同じ着眼点を
持っていた Mathesonも Brieの不確実性に気
付くことなく先人を鵜呑みにしてしまった
ため、この分野の研究が足踏みする結果とな
っていたのは残念なことである。 
(3) BL Additional 10099の検証 
 大英図書館での調査においては、Add 10099
写本の本文異同が他の信頼できる写本に比
べてどれほど多いのかを検証することに力



が注がれた。詳しく見れば見るほど、この写
本を印刷用原稿に使おうとはまず考えない
ことは明らかな、質の低い、基本から離れた
劣悪な写本だからだ。 
 そうした中で細かい本文校訂を複数の写
本と重ねて明らかになったのは、キャクスト
ン版にしか現れない文言、つまり印刷段階で
はじめて導入された間違いが、Add 10099 写
本においては繰り返し現れているという事
実である。すなわち、キャクストン版を底本
として写本制作をしたと仮定しなければ起
こりえない語の連続が見られるのだ。 
 Add 10099 写本にそもそも異同が多いこと
から、これとキャクストン版とを比較するだ
けでは、これまでははっきりとした結果が得
られずにいた。しかし、HM 136写本が出てき
たため、HM 136写本とキャクストン版とを比
較した時のデータと照合することが可能に
なり、その結果、Add 10099 写本が劣悪であ
るばかりでなく、こちらにキャクストン版の
印刷工程で発生した本文異同の継承部分が
桁違いに多いことが明らかになったのであ
る。 
 
４．研究成果 
(1) 年代記の本文校訂をする過程で、当時の
人々が史実が持つ重みを感じていなかった
事実が明らかになった。Add 10099 写本にお
いてもそれまでの写本の伝統にはまったく
見られないエピソードを挿入しており、「史
実」のねつ造が稀ではなかった当時の時代風
潮が浮かび上がった。 
 このことをきっかけに、キャクストン版
『アーサー王の死』においてキャクストンが
第 5章を『イングランド年代記』を使用して
大幅に書き換えた問題にも新たな光明が射
した。キャクストン版の変化は『イングラン
ド年代記』の歴史性を重視したように見せか
けつつも、実はより大幅にねつ造部分を増や
し、アーサー王と時の王権であったチューダ
ー朝とのつながりが深かったことを暗示し
ている可能性が明らかとなった。 
 
(2) HM 136写本の来歴から、信頼できる Prose 
Brut の素材はチェシャ地方に多くあった可
能性が浮上した。また、HM 136写本に書き込
みをした John Leche という名前の人物につ
いても、複数の時代にまたがって医者や弁護
士、その他の職業の人物の可能性があること
が分かった。中でも、Lady Joan Bradburyの
兄である John Leche はキャクストンと間接
的なつながりがあった可能性が高い。 
 
(3) 全ページに掛る本文校訂の結果、HM 136
写本はキャクストン版よりも古い写本であ
り、なおかつキャクストン版の印刷用原稿と
して機能した可能性が非常に高いことが分

かった。 
 
(4) ほぼ全ページに掛る本文校訂の結果、
Add 10099 写本はキャクストン版よりも新し
い写本であり、出来はそれほど良くないが、
大部分においてキャクストン版そのものを
底本として書かれた可能性が非常に高いこ
とが分かった。 
 
(5) HM 136 写本にも、Add 10099 写本にも、
キャクストン版ではじめて付け加えられた
とされる、続編部分が付いている。Brie以来、
Add 10099 の続編部分がキャクストン版より
古く、HM136 写本の続編部分はキャクストン
版より新しいとされていた。 
 しかし今回本文校訂をした結果、特に(3)
と(4)の結果を合わせて考えると、むしろ HM 
136 写本の続編部分がキャクストン版より古
く、Add 10099 の続編部分がキャクストン版
より新しいと考える方が妥当であることが
分かった。 
 
(6) すべてを本文校訂した結果、Add 10099
写本のはじめの 2丁（16 葉分）は、印刷用原
稿からの書写ではない。しかし、伝統的な写
本からすべて写し取ったものでもなく、他に
は見られないエピソードが挿入されている。
ウォーターマークもこの部分だけ異なって
いるため、別の時期に別の写本から写して書
いたものを、印刷本からの書写したものと組
み合わせたとみられる。 
 
 以上の研究成果は、国内外を問わず画期的
なインパクトを持つものであろう。Wakelin
による HM 136上の casting-off markの発見
はそれなりに価値を持つものであるが、論文
を一読すれば分かるように、本科研費研究が
なくてすぐに発表できる段階にまで仕上げ
ることができた論文とは到底思われない。本
研究と Wakelin の研究とは、どちらが欠けて
も成り立たないワンセットとしてとらえる
べき性格のものである。 
 言うまでもなく、これまで定説と受け入れ
られていた Brie 版の弱点を真っ向から突い
て、覆したという点で、本研究は重要である。
Add 10099 写本の持つテクスト上の欠点は、
これまでも研究者にとって重要なテーマで
はあったが、比較対象として HM136 という極
めて適切な写本が飛び込んできてくれたか
らこそ、ここまで信憑性の高い本文校訂を行
うことができたと考えている。大学紀要に 4
年間をかけて成果発表をしたが、それらの集
大成ともいえる論文を、国際アーサー王学会
アメリカ支部の機関誌 Arthuriana に載せて
いただくことができ、ほっとしている。本研
究の立てた仮説に対して今後賛否両論が出
てくることになるだろう。細かい点はさてお



いても基本的な手法やデータ分析方法につ
いてはかなり厳密に行ったつもりであるが、
今後の評価に委ねたい。 
 Prose Brut研究はまだ端緒についたばかり
である。本文校訂を中心とする書誌学の観点
からいえば、今回はわずか 2 冊の写本の派生
が、印刷本との関係において明らかになった
にすぎない。現存写本が 200 冊近くあること
を思えば、まったくとるに足らない数字では
ある。しかし、時間軸の中で写本同士、ある
いは写本と印刷本との関係を明確にすると
いう幸運にはいつも恵まれるとは限らない。
今回についていえば、Wakelin の方から本研
究に飛び込んできたのであり、その絶妙なタ
イミングについては神の計らいとでも表現
するほかない。 
 今後はこの 2 冊を特定するために用いた、
植字工による様々な「埋め草」を他の写本に
も適用することにより、疑わしい写本が「キ
ャクストン前」か「キャクストン後」なのか
を判別することが容易になるだろう。今、必
ずしもそうした写本が多くあるわけではな
いが、長く退屈な Prose Brut 写本は、これ
まで本文校訂に必要な注意深い視線を浴び
てこなかった。だからこそ、百年一日のごと
く、Brie版の甘い推測が独り歩きしてしまっ
たのだと思われる。今回、HM 136の本文研究
を進めることによって、長いテキストであっ
ても必ずしも冗長な内容に惑わされること
なく、効果的な本文の比較校訂が簡便にでき
る土台は少しであるが整えられたように思
う。今後は研究者自身がその成果を試してみ
て、必要に応じて改良を加えたい。 
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